
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修 学 旅 行 
校 長  白石 亨  

仰ぎ見る山門は、誰をも圧する迫力があった。 

奈良東大寺山門の南大門。その大きさもさることながら、その両脇には鎌倉時代の名仏師 
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も退散したにちがいない。そして南大門はいい色に古びていた。太い門柱を触ると、デコボコした触

感が手に伝わってきた。長い年月の間に風雨にさらされ、柱は痩せて木目が浮き出ていた。極彩色に彩
いろど

られた

派手な門とは異なり、古木の素肌をさらけ出した山門は、薄墨の水墨画のような 趣
おもむき

を醸し出していた。 

６月上旬、中学部３年生の修学旅行でこの奈良を訪れた。 

南大門を起点にして 4名のグループ行動が開始された。そして奈良と言えば何といっても大仏様だ。正式名

称は東大寺盧舎那仏
る し ゃ なぶ つ

。生徒よりも一足先に東大寺大仏殿で待機していると生徒たちが入ってくる。生徒は「う

わっー大きい」「でかいー」との第一声を上げる。誰をも圧倒する大きさ・迫力だ。でも、どんなに写真や映像

技術が発達しても、この大仏様の大きさやスケールだけは伝えることはできない。大仏殿のこの空間の中に 

立ってこそ初めて実感できる大きさがある。そして大仏様は右手をあげ、その大きな手、温かな眼差しで優し

く語りかけてくる。普段、仏心などには無縁の人間だが、このときばかりは自分も妙にしんみりとしてしまう。 

 この日は中学生に限らず、小学生も拝観に訪れていた。 

 黄色の学帽をかぶった地元の３・４年の小学生であろうか。バスガイドさんに引率され、説明を聴きながら

大仏様を見上げていた。こうなると、つい大仏様を観るのを忘れて「大仏様を観ている子ども」を見てしまう。

「すげぇ！昔は大仏様は金ぴかだったんだ」「なんでこんなに大きな大仏をつくったの？」と、児童からは驚き

や疑問がわき上がる。「大仏様の手のひらに乗ってみたい･･」と言い出す児童もいた。 

 もちろん、奈良時代、聖武天皇、大仏開眼供養、遣唐使と説明されても、児童には何のことだか分からない。

しかし説明が分からないから見学しても意味がないというものではない。それは、まず教科書で理屈を覚えて、

その理屈を基に実際のものを確かめてという演繹
えんえき

的な思考法にすっかりと毒されている人の言い分だ。自分も

含めて今の小学校・中学校教育がこの思考法に近い部分があるかも知れない。 

 大仏様を前にした児童は、直に接することで「すごい、おや、なぜ」を連発している。理屈は後からついて

くるものだと、まずは体で学び取る。帰納
き の う

的な思考法だ。ここには何物にもとらわれない、開かれたしなやか

な感性・発想がある。そう、学びの原点は「体験」の中にこそあるのだ。まさに修学旅行が重視される所以
ゆ え ん

だ。 

 １１泊１２日間の修学旅行。こんな長旅は経験したことがない。生徒諸君も同様であろう。そして母島に住

む仲間との最初で最後の修学旅行。長く一緒にいれば友達の長所・短所も見えてくる。ついつい愚痴の一つも

出てしまう。だが 4名は本当に協力して修学旅行をやり遂げてくれた。仲間のよい所・悪い所も容認できる 懐
ふところ

の深さが嬉しくなる。寝食を共にした１２日間。いつまでも記憶に残る貴重な体験になったことと思っている。 

小 笠 原 村 立 母 島 小 中 学 校  学 校 だ よ り 

ホームページ http://www.hahashouchu.ogasawara.ed.jp/ 
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中学部 第２学年 

 中学部第２学年は小笠原中学校と合同で村の代表として、６月１４日

（土）から１６日（月）にかけて硫黄島訪島事業に参加しました。 

事前学習では、硫黄島の戦いの生還者が語るドキュメンタリー映像を視聴

し戦争の悲惨さを感じていました。太平洋戦争が小笠原諸島に及ぼした影

響についての知識を身に付けた上で、校外学習としてガイドの小関耕紀

さんに母島島内の戦跡を案内していただいたり、戦争体験記を読んだり

して、自分たちの身近な場所で戦争が行われていた事実を学習し平和に

ついて考え、準備を進めてきました。また、講師として楠明博さんをお招きし旧島民として暮らしていた楠さん

のお母様のお話や、楠さんが現在携わっている硫黄島戦没者遺骨収集についての貴重なお話などを伺うことがで

きました。生徒は硫黄島の戦いに興味をもち、家庭でも映画「硫黄島からの手紙」を視聴するなど、当時の激戦

の様子や人々の思いなど、多くのことを考えさせられる機会となりました。 

 当日は、天候と海況に恵まれ、南硫黄島や北硫黄島も山頂まで観察をすることができました。ドキュメンタリ

ー映像や戦争体験記などで何度も出てきた摺鉢山や米軍が上陸した南東部の海岸を実際に目にして言葉を失う

場面や、実際の軍艦の迫力に圧倒されるなど、そこでしか体験できない学びを得ることができました。船の上で

は、船内のアナウンスや「アカアシカツオドリ」「アカオネッタイチョウ」などの野鳥を観察し、貴重な自然を楽

しむ姿が見られました。洋上慰霊祭では緊張しながらも自分たちの思いを込めた誓いの言葉を述べ、小笠原中学

校と協力して折った千羽鶴を届けることができました。 

 今後、事後学習を行い、12 月の「総合的な学習の時間発表会」や１月の「学習発表会」に向けてまとめてい

きますので、ぜひご覧ください。今回の貴重な経験を通して学んだ事とともに、学習目標である『硫黄島の歴史

を学び、平和を願い命の重みについて理解を深めていこう。』を考えながら、次の世代に語り継いでいきます。 

 

 

 

 

 

 
母島小中学校 誓いの言葉 

 

私達は「硫黄島の歴史を学び、平和を願い命の重みについて理解を深めていこう。」という目標で学習を進め

てきました。事前学習で硫黄島のドキュメンタリー映像を見て、自分の親しかった人たちやずっと一緒にいた人た

ちが戦争によって亡くなったり、飢えや乾きで死んでいったりするような戦争の悲惨さを実感しました。そこから平

和への願いや命の重みについて考えを深めることができました。 

 

２度とこのような悲惨な戦争が繰り返されないよう、戦争について考え平和な世界を作り上げるために、今の

自分たちにできることと向き合い、これからも精一杯生きていくことを誓います。 

 

令和７年 ６月１５日 母島小中学校 

中学部 第二学年  生徒一同 

                      

 

 

北硫黄島 硫黄島 摺鉢山 硫黄島協会の講演会 南硫黄島 

洋上慰霊祭 誓いの言葉 



「働く人」をテーマに学びを深めた父島移動教室 

   小学部 第６学年 

６月 2３日（月）から小学部６年生は父島へ２泊３日の移動教室に行ってきました。どこへ行ってもあ

いさつ、礼儀正しい姿、そして学ぼうとする姿勢が見られ、子どもたちが大きく成長することのできた３

日間でした。 

今年は国立天文台 VERA、小笠原自然文化研究所、父島気象観測所、亜熱帯農業センター、水産センタ

ー、世界遺産センターへ伺い、「働く人」をテーマにお話を聞き、見学、体験をさせていただきました。

他にもシーボーンアートを体験し、海洋ごみが少しでも減ることを願いながらアート活動を行いました。 

２日目の就寝前の反省会では、お世話になった宿の方、２日目の昼食でお世話になったお店などたくさん

の方とのつながりのもと、この移動教室が実施できることへの感謝の気持ちを子どもたちと共有しました。 

最終日に出発の時よりも重たそうに荷物を持つ子どもたちにこんな言葉をかけました。 

「この荷物には、移動教室でのあなたたちの頑張りや思い出が詰まっているから重たく感じるのですよ！

そのかばんをしっかり持って帰って、そして洗濯物をそのまま渡すのではなく、自分で洗う気持ちでおうち

の方に渡してくださいね」 

 移動教室の経験を通して、日頃の学習、生活の小さな積み重ねが自分たちの行動に

いかに現れるのかを実感していた子どもたち。この学習がこれからの学校生活の糧と

なることを期待しています。 

末筆ではございますが、父島でお世話になりました皆様方、子どもたちの体調管理

や移動教室に至るまでの多くの準備をしてくださいました保護者の皆様のご支援・ご

協力に心より感謝申し上げます。 

 

 
修学旅行 ～おもひでぽろぽろ１１泊１２日の旅～ 

   中学部 第３学年 

 『「歴理協働」～歴史を理解し、協力して行動する～』をスローガンに、３学年のメンバー全員で昨年

度から修学旅行に向けての準備をしていました。１１泊１２日の中で、自分たちで

行く目的・場所を考え、経路を調べるのは大変な作業でしたが、楽しく学びながら

計画を立てていた姿が印象に残っています。さて、実際の行程では予定どおりにい

かず、奈良での班行動で迷ってしまうなどトラブルもありました。天気についても

関西方面では雨模様の日が多く、予定している行程を一部取りやめたこともありま

した。しかし、ＵＳＪでは普段より圧倒的に人が少なく、整理券がなければ入

れないニンテンドーエリアや、１～２時間待ちは当たり前のアトラクションを

ほとんど待たずに乗れるなど、いいこともたくさんありました。予定どおりに

いかない時や上手くいかなかった時、それらを乗り越えることで人は大きく成

長します。修学旅行でのこれらの体験は、４人にとっての大切な宝物になると

思います。また大人になって会った時に、この体験を笑いながら語れるといい

なと願っています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月の主な行事予定 １６ 水  

１ 火 
開校記念日 補食給食 避難訓練（引き渡し） 

 【小３４】海水泳 
１７ 木 【中】剣道・サッカー部出島 

２ 水 
【小】図書委集会 

【小】読書月間始 【小１２】海水泳 
1８ 金 終業式 【小】読書月間終 

３ 木 【中１】平島校外学習 【小５６】海水泳 1９ 土  

４ 金 【小４】平島校外学習 ２０ 日  

５ 土   2１ 月 海の日 

６ 日 英検①２次 22 火 
夏季休業日始 

図書館開放(～8/2２の閉庁日を除く平日）  

７ 月 【中】海水泳 【小】クラブ ８月の主な行事予定 

８ 火 
朝礼 安全・保健指導・部活壮行会 

【中】海水泳 
２４ 日  

９ 水 【小４中１】平島校外学習㋵１ 2５ 月 【小】サマースクール 

10 木 大掃除 海保安全指導 2６ 火 【小】サマースクール 

11 金 
【小４中１】平島校外学習㋵２ 【中】バレー部出島 

地域懇談会 
2７ 水 夏季休業日終 

12 土 数検① 2８ 木 始業式 ３時間授業 【小】発育測定 

13 日   ２９ 金  

14 月   3０ 土  

15 火   ３１ 日  

 

 

８月２5日（月）・26日（火） 

登校 午前８時２０分  

時間 午前８時２５分～９時４０分 

※詳細は別紙を参照してください。 

 

 

生活目標 

「１学期を振り返り、目標を立てよう」 

・１学期を振り返り反省をしよう。 

 ・夏休みの計画をしっかり立てよう。 

 ・2学期に向けて新たな目標を立てよう。 

 

安全指導 10日（木） 

 「安全に気を付けた遊び方」が重点目標です。 

 夏休みの前に、つりや磯遊び、海水浴、花火な

ど、楽しい遊びの中に潜む危険性について考えさ

せ、約束を守り、安全に行動できるように指導し

ます。 

 

避難訓練 １日（火） 

 大地震・津波を想定しての引き渡し訓練 

 ７月１日に大地震・津波を想定しての避難訓練

を行います。地震発生後、津波に備えて避難所ま

で避難します。そして、保護者への引き渡しを行

います。地震発生時の基本的な避難行動や、避難

経路の確認、正しい避難の方法を知ることをねら

いとして行っていきます。 

 当日に一斉メールで引き渡し場所等のご連絡を

送信いたします。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

本年度の夏季休業中の母島小中学校図書館一般開

放は７月 22日（月）からとなります。 

開放期間：７月 22日（火）～８月８日（金） 

８月 18日（月）～８月 22日（金） 

（ 土、日、祝日 は 除 く） 

※８月 12日（火）～15日（金）は学校閉庁日でお休みとします。 

 開放時間：午前９時 00分～午前 12時 00分 

      午後１時 30分～午後 ４時 30分 

※上履きをご持参ください。 

※職員に一声かけてからのご使用をお願いします。 

 

 

 

 

学校図書室開放日 ３（木）・１０（木）・１７（木） １４：００～１６：３０ 

７月の生活指導 

小学部 サマースクールについて 

夏休みの図書館開放 

 


